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「子どもたちとともに、成長する美術館」を目指
し、子どもたち自身が主体的に感じたり表現す
る活動を行う。継続的に展開するプログラムと
して、週末には「ハンズオン・まるびぃ！」を行っ
ている。展覧会の作品・作家や美術館などに
関連してテーマを設定し、観賞や作品作りの場
を開いている。2013–2014年は石や葉やダン
ボールなどの素材や線を引くといったシンプル
な行為を多く取り上げ、2015年は「不思議」と
いう作家の着眼点やコラージュなどの技法の
も着目した。平日火・木曜は乳幼児連れ向けの
休憩・情報交換の場として「まるびぃ すくすくス
テーション」を開いた。

（木村 健／エデュケーター）

キッズスタジオ・プログラム
Kids Studio Programs 

Activities are undertaken in which children 

themselves feel and create art as part of an 

effort to make the museum a place that will 

“grow in spirit along with the children.” On-

going programs include “Hands On MARU-

BI,” held primarily on Saturdays and Sun-

days. A theme related to artworks, artists or 

exhibitions at the museum is decided on and 

space set aside for viewing and creating art. 

In 2013 and 2014, the emphasis was on sim-

ple activities using materials such as stones, 

leaves and cardboard and actions such as 

drawing lines, while in 2015 there was also 

a focus on the “mysterious” point of view 

of artists and the technique of collage. On 

Tuesdays and Thursdays during school terms 

we held “MARUBI SUKUSUKU Station” as 

a family information and free space for pre-

school children and their guardians.  

(KIMURA Takeshi / Educator) 
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2013年度「ハンズオン・まるびぃ！」活動風景

「木と遊ぶ 丸太を削って家の守り神を作ろう」

2013年度「ハンズオン・まるびぃ！」活動風景

プレイルーム「木くずで変身！ みのむしの服」

2014年度「ハンズオン・まるびぃ！」活動風景

ワークショップ「まるびぃを撮ろう ～登れ！ノボロボ」

2014年度「ハンズオン・まるびぃ！」活動風景

プレイルーム「まるびぃダイビング」

2015年度「ハンズオン・まるびぃ！」活動風景

ワークショップ「井上有一に挑戦！」
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事業名等 実施日時 内容 参加者数

内臓感覚—遠クテ近イ生ノ声　

小学生「内蔵感覚」ワークショップ

「きもちのかたまり」を作ろう　 

素材と遊ぶシリーズ2013

「林一平／木と遊ぼう」

「木の帽子を作ろう！」

 

素材と遊ぶシリーズ2013

「林一平／木と遊ぼう」

「丸太で家の守り神を作ろう！」

「素材と遊ぶ」シリーズ Vol.2　

戸出雅彦「土と遊ぶ」

「楽焼茶碗＝土×釉×炎！」

「素材と遊ぶ」シリーズ Vol.2　

戸出雅彦「土と遊ぶ」

「赤絵をかこう～変身！マイカップ」

プレイルーム

2013年8月22日

（2回開催）

2013年9月14日

2013年

9月7日、8日

2013年10月26日、

27日、11月16日

2013年12月7日

ワークショップおよ

びアートスクール

実施日以外の休日

（延べ102日間）

展覧会担当キュレーターとともに鑑賞ツアーを行った後、造形活動として

「きもちのかたまり」を制作した。

対象：小学生

料金：無料

様 な々種類の木の薄い板を曲げたり切ったりして組み合わせ、

オリジナルの帽子を制作し、館内を散策した。

講師：林一平

対象：小学3年生–6年生

料金：500円

木の丸太を素材に、切る、削る、彫るなどして自由な姿の

「自分の家の守り神」を制作した。

講師：林一平

対象：中学生以上

料金：1000円

楽焼による茶碗の制作を行った。手びねりで成形し、

耐火レンガによる簡易窯で焼成した。

講師：戸出雅彦

対象：中学生以上

料金：2000円

自宅で使い古したマグカップ等を持ち寄り、赤絵を施して焼成し、

生まれ変わらせた。

講師：戸出雅彦

対象：小学3年生–6年生

料金：500円

子供が主体的に造形表現を楽しむスペース。ブロックや日用品の形を組み

合わせて遊ぶ「かたちで遊ぼう！」のほか、下記のように展覧会や季節にち

なみ様 な々素材や技法に親しむコーナーを展開した。

4月「石で作ろう！新生物誕生」素材で遊ぶシリーズ。小石を組み合わせた

り模様を描いて新しい生きものを作り、その名前や特徴を考えた。　5月

「滝を描こう」壁面の大きな紙に、長い柄の筆と絵の具で水の落ちる様子を

描いた。　6–8月「ダンボールで家を作ろう」アキリザン作品と関連し、ダン

ボールで家を多数作り密集させて展示した。　9–10月「木くずでみのむし

を作ろう」素材と遊ぶシリーズ。様 な々木の鉋くずを丸めた紙タオルの表面

に貼り、ミノムシの姿の立体作品を作って吊り下げた。　11–12月「つくろ

う かぶろう 大変身」紙袋や梱包紙を身に着けて変身した。　3月「いろい

ろ、コロコロ。」ホースや漏斗、缶などの日用品をメッシュパネルに組み合わ

せてビー玉を転がすコースを作り、動きを楽しんだ。

対象：子供から大人まで（幼児は保護者同伴）

時間：13:00–16:00（自由入場）

料金：無料

18

7

12

8

7

6,656

キッズスタジオ・プログラム

「ハンズオン・まるびぃ！」 2013年度
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事業名等 実施日時 内容 参加者数

「レアンドロ・エルリッヒ－

ありきたりの？」

ギャラリーツアー forファミリー　 

「レアンドロ・エルリッヒ－

ありきたりの？」

ギャラリーツアー forファミリー

 

レアンドロ・エルリッヒ－ありきたりの？

ギャラリーツアー forキッズ

「ここは、どこ？」

レアンドロ・エルリッヒ－ありきたりの？

作ろう！ワークショップ

「右？左？  ふえた？きえた？」

「素材と遊ぶ」シリーズ2014

中学生～高校生向けワークショップ

「天然木で腰掛を作ろう

みんなで木のごちそうを山分け！」

造形・映像制作ワークショップ

まるびぃを撮ろう～登れ！ノボロボ

プレイルーム

2014年6月17日

2014年7月1日

2014年6月21日

2014年8月21日

2014年12月6日、

13日、14日

2015年3月22日

ワークショップおよ

びアートスクール

実施日以外の休日

（延べ99日間）

絵本を読んだ後、展覧会を鑑賞した。

◎読んだ絵本など

・わらべうた「うえからしたから」

・絵本『じゃぐちをあけると』さく：しんぐうすすむ（福音館書店、2009年）

読み手：大西洋子

展覧会案内：黒澤浩美

絵本を読んだ後、展覧会を鑑賞した。

◎読んだ絵本など

・わらべうた「にぎりぱっちり」

・絵本『みずたまり』作・絵：なかのひろたか（福音館書店、2002年）

読み手：大西洋子

展覧会案内：黒澤浩美

《見えない庭》などの作品を体験し、「ここは、どこ？カード」を制作した。

対象：小学生（親子での参加可）

進行：木村健、黒澤浩美

料金：300円（材料費）、当日の本展観覧券

鏡の作品を体験した後、自分のふしぎな世界を鏡の箱の中に作った。

対象： 小学3年生–6年生

進行：木村健、黒澤浩美

料金：500円（材料費）、当日の本展観覧券

樹木を伐採して丸太から板材にするまでを富山県井波の製材所等の見学で

体験した後、大きな板材を切り分けて自分自身の腰掛けづくりに挑戦した。

対象：中学生–高校生

講師：林一平（木彫作家）

会場：プロジェクト工房ほか

料金：1,000円

今まで見たことのない視点から美術館を見る、映像制作のワークショップ。

初めに2本のロープを伝って昇降する紙箱製のロボット「ノボロボ」を各自

で制作し、そのロボに小型ビデオカメラを取り付けて美術館の広場の樹木

や光庭の壁面などを登らせて、そこから見える風景を撮影した。

対象：小学3年生–中学3年生

進行：木村健

料金：500円

子供が主体的に造形表現を楽しむスペース。ブロックや日用品の形を組み

合わせて遊ぶ「かたちで遊ぼう！」のほか、下記のように展覧会や季節にち

なみ様 な々素材や技法に親しむコーナーを展開した。

4月「桜になろう」壁面に立ち姿を型どって、桜の幹に見立て、花や葉を描

いた。　5月「飛んでけmyヒコーキ」様々な紙飛行機を工夫して作り飛ば

した。　6月「しずくがポトリ」大きな和紙を丸い枠に張り、鮮やかな色水

の雫を垂らして滲み模様を描いた。　7–8月「まるびぃダイビング」コレク

ション展1のテーマ「透過と反射」にちなみ、天井から吊った透明フィルムに

水中の生きものを作って貼り、スタジオ全体を水の中の風景に変えた。　

9–10月「かたちのコレクション」鈴木康広展にちなみ、文字や図形を様 な々

ものに見立てて絵を描いた。　11–3月「作ろう！未来のまるびぃタウン」ジャ

パン・アーキテクツ展にちなみ、美術館を中心とした新しい都市を想像して

紙工作で建物や道路などを作った。

対象：子供から大人まで（幼児は保護者同伴）

時間：13:00–16:00（自由入場）

料金：無料

8

7

21 

8 

4 

7

7,319 

キッズスタジオ・プログラム 

「ハンズオン・まるびぃ！」 2014年度
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事業名等 実施日時 内容 参加者数

イフブランク ファクトリー GO！GO！

「みんなの世界」　 

われらの時代：ポスト工業化社会の

美術《ALMA MUSIC BOX：

死にゆく星の旋律》小学生ワーク

ショップ「アルマ望遠鏡って何？」 

コレクション展2

歴史、再生、そして未来

ワークショップ

「和紙と墨とナツノスケに挑戦！」

コレクション展2

歴史、再生、そして未来

青野文昭 ワークショップ＆

トークセッション「未来への彫刻」

生誕百年記念　井上有一

ワークショップ「大きな筆・大きな文字 

井上有一に挑戦！」

プレイルーム

2015年

5月4日–6日

（6日は展示のみ）

2015年8月25日

2016年1月24日

2016年1月31日

2016年2月28日

ワークショップおよ

びアートスクール

実施日以外の休日

（述べ98日間）

くじ引きに書かれたミッションに従ってスタジオ内に橋や花や星などの

立体物を作り、共同で大きな一つの世界を作り上げた。

料金：300円

企画協力：イフブランク

展示室での作品鑑賞の後、キゴ山天体観察センターでアルマ望遠鏡の

レクチャーや天体望遠鏡見学などを行った。

講師：平松正顕（国立天文台チリ観測所）　

対象：小学3年生–6年生

料金：300円

三瀬夏之助の作品を鑑賞し、和紙と墨で作品作りを行った。

企画：米田貴雅（インターンシップ研修生、金沢美術工芸大学院大学絵画専攻修士1年）

対象：子どもから大人まで（幼児は保護者同伴）

料金：500円（材料費）

アーティストと一緒に参加者の持ち寄った「いらなくなったもの」を使い

全員で一つの作品の制作を行った。

企画：田澤菜摘（インターンシップ研修生、金沢美術工芸大学院大学絵画専攻修士1年）

講師：青野文昭（出品作家）

対象：中学生以上（トークセッションは誰でも参加可）

料金：無料

大きな和紙の上で大きな筆を全身で動かし、墨で大きな文字を書いた。

講師：北見音丸（一般財団法人 世界紙文化遺産支援財団 紙守 参事）

対象：小学生

料金：300円

子供が主体的に造形表現を楽しむスペース。ブロックや日用品の形を組

み合わせて遊ぶ「かたちで遊ぼう！」のほか、下記のように展覧会や季節に

ちなみ様 な々素材や技法に親しむコーナーを展開した。

4–8月「まるびぃ七百不思議」小沢剛《金沢七不思議》にちなみ、美術館の

不思議な作品や場所をカードに描いたり、館の立体模型の中に工作で再

現した。　9–10月「葉っぱ 発見」技法シリーズ。広場の落ち葉をトレーシ

ングペーパーにフロッタージュで型取りってから葉の形にちぎり、壁面に貼

り付けて飾った。　11–12月「だんだんコラージュ」技法シリーズ。アキリ

ザン作品にちなみ、ダンボール片を貼り重ねてコラージュし、レリーフ作品

を作った。　1–3月「いろいろ 手のひら絵本」二つ折りの紙に手のひらを

型取って切り抜き、開いた中に物語を描いてちいさな絵本を作った。

対象：子供から大人まで（幼児は保護者同伴）

時間：13:00–16:00（自由入場）

料金：無料

428

15 

11

7 

22 

6,735

キッズスタジオ・プログラム

「ハンズオン・まるびぃ！」 2015年度

「まるびぃ すくすくステーション」 2013–2015年度

平日の乳幼児連れの保護者のため、美術館の情報

コーナー及び休憩スペースとして運営した。2014年

度は、「レアンドロ・エルリッヒ－ありきたりの？」関連プ

ログラムとして「すくすくステーション」と連動した絵

本の読み聞かせと作品鑑賞を行った。

———————————————————————

対象：未就学児と保護者

実施日時：学校長期休業期間以外の火・木

時間：10:00–12:30

入場料：無料

———————————————————————

各年度の実施日数および参加者の延べ人数：

［2013年度］ 73日、1,582名

［2014年度］ 73日、1,561名

［2015年度］ 67日、1,718名


